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論 文 内 容 の 要 旨

 直視下心臓手術症例の増加および適応の拡大に伴っ

て，生体への影響が少なく，操作が簡易で安全であり，

装置初期充填量が少なく，なおかつ安価で長期体外循環

に適する人工肺を考案中，榊原教授の独特の着想からな

る遠心型人工肺を試作した．著者はこの遠心型人工肺の

試作過程，構造，基礎実験成績，および臨床成績に検討

を加え，その大要を報告した．

 この新作せる遠心型人工骨は，一種のフィルム型円板

人工肺に属するものであり，血液フィルムを作る直径28

c皿の酸素化円板が垂直な回転軸の廻りに回転し，一旦酸

素化された血液は，再び次の円板で酸素化を繰り返す構

造になっている．この酸素化円板と，血液拾集漏斗を一

対とする酸素化装置は，予測流量に応じて，装置を組立

てる時に，最高9対まで任意に撰択し得る．また，適職

槽は血液平衡を保つだけの小量で済み，血液流量2，000

cc／minでも遠心型人工肺の初期充填量は， goOccとき

わめて少ない．

 基礎研究篇として，人工肺の酸素化能率，溶血，保持

量，血液平衡の保持をin vitroおよびin vivoの方法よ

り検討し，その性能および限界を求め，さらに，臨床応

用の際，血液流量：に対して，動脈血化し得る最小酸素付

力口円板枚数を決定し，臨床応用の基礎資料とした．

 臨床研究篇では，昭和35年10月以来，昭和41年1月ま

で，人工弁置換術，Fallot氏四徴症根治手術，その他複

雑な心内崎型の根治手術症例を含む825例の臨床例を経

験し，きわめて良好な成績を得た．これら症例のうち，

人工肺の性能を験し得る長期体外循環を要した連続症例

中，心内膜床欠損症7例，僧帽弁および大動脈弁の疾患

群26例，計33例，および初期充填液を全血で満した5症

例を研究対象とし，臨床検査成績に検討を加えた．

 以上からの結論として．

 1）in vitroより遠心型人工肺の各円板枚数の流量に

対する酸素摂取量を算出し，さらに，in vivoで酸素摂

取量を実測したが，ほぼ一致した結果を得た．

 2）体重および体表面積に応じた基礎酸素必要量を摂

取し得る各円板枚数の流量を必要流量とし，この必要流

量を動脈血化し得る最小円板枚数をもつて，置陣すべき

円板枚数としたが，臨床症例で満足すべき動脈血を得

た．

 3）遠心型人工肺の最大酸素付加能力の限界は，血流

量61／minでも，Po2125mm㎏，酸素飽和度97％，酸素

摂取：量350cc／minである．

 4）溶血はin vitroでは，3時間で131．5㎎／dl，溶

血率として。．73mg／dl／min， in vivoでは， o．64 mg／d1／

minであり，臨床例では，長期潅流群の平均溶血率は，

0．67mg／dl／m三n，全血充填群で0．80m9／dl／minであった．

 5）装置初期充填量は，冠潅流を併用した場合は2，500

cc，併用しない場合は1，700ccで，術前準備すべき新鮮

血は，潅流中の輸血量も含め冠潅流併用の場合は，2，600

cc，併用しない場合は1，700ccである．（ただし10％希

釈潅流を行なった）．

 6）軽度低体温，Rheomacrodexによる10％希釈潅

流および中等ないし大流量潅流法による，遠心型人工心

肺装置使用手術症例を検討した結果，2時間前後の完全
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遮断潅流は，酸塩基平衡および血圧，溶血の点などから

も安全範囲にあり，充分満足すべき潅流が行なわれた

と，推察された、

論 文 審 査 の 要 旨

 直視下心山内手術症例の増加および適応の拡大に伴い，より優れた人工肺装置が必要である．本論文で

は，著者は榊原の遠心型人工肺（直径28cmの酸素加円板と，その下の血液拾集漏斗が一対で，九対まで増

加できる．これらが垂直の回転軸の回りを回転する．）を作製し，基礎実験および臨床成績について検討

した．

 その結果，本人工肺は臨床に必要な十分な流量と動脈血飽和度を得て，2時間前後の完全遮断にも酸塩

基平衡，血圧および溶血の点などからも，安全範囲にあることが証明され，臨床上825例の多数に使用さ

れて，きわめて良好な成績を得たのである．

このことは心臓外科に貢献すること甚だ大であり，
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